
            

 

 

 

 

 

 

２月１３日 ４年生 日本の伝統工芸の今を学ぶ 

２月１３日、４年生は、国語や社会、総合的な学習の時間の学習で、椎名切子（GLASS-LAB）の代表者

で起業家の椎名 隆行さんをお招きし、「江戸切子」を中心としたガラス加工についてお話しいただきました。  

授業の冒頭、動画を観ながら、工房の様子や加工する際に使う道具、削り方について教えていただきまし

た。その後、実際に、加工された切子のグラスを見せていただきました。椎名切子は、一般的な江戸切子と違

い、グラスのそこに模様が削られているので、水を注ぐと、模様が浮き出たり広がったりして変化して見えま

す。こどもたちは、実際に水を注いで、その様子も見せていただきました。椎名さんから、伝統工芸の技術を

使って新しいものを生み出すことで、その伝統をつないでいくことの思いをお話しいただき、こどもたちの工

芸品へのイメージが、変わっていきました。大変貴重な１時間となりました。 

こんなにいろいろな模様があるんだね。 模様が広がってきれいだね！！ 


